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日本キリスト教団

　　　　　　　　　　降誕前第６主日礼拝 　　　　　　２０２０年度年間聖句 ■　日本基督教団年金

　　　　　２０２０年１１月１５日　午前１０時３０分 　あなたがたはそれぞれ、賜物を授かっている 　　　　　（隠退教師の生活を守る教団年金を目指して）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 司　会　司　会 出席役員 のですから、神のさまざまな恵みの善い管理者 　　教団年金は教師の隠退後の生涯にわたる生活の安定

　奏　楽 奏楽奉仕者 として、その賜物を生かして互いに仕えなさい。 　　のために、公的年金を補う制度として設けられました。

　前　　奏 　　　（ペトロの手紙 一 4章10節）

　招　　詞 司会者 　　　　　　　　　今週の祈り １、　教団年金制度の始まりは、海外からの支援に頼らず、

　頌　　栄 ２１－８５番 一　同 ・東日本大震災の被災者・被災教会のために。 　　教団の自立を目指す動きの中で、教会と教師が掛金を

　交　　読 詩編　４０篇 一　同 ・病や困難の中にある友のために。     拠出する制度として1964年に発足しました。

　聖　　書 ヨハネ　7章1～9節　(新)p.177 ・岡山信愛教会と八谷俊久牧師のために。

　祈　　祷 司会者 本日の集会 ２、　年金の種類は、終身退職年金、有期退職年金、終身

　讃美歌 ２１－４１９番 一　同 ・10:30-11:30 主日礼拝 　　遺族年金、有期遺族年金、一時金の五種類があります。

　使徒信条 ２１－９３番 ( 4-A ) 一　同 ・11:30-11:45 「ミカチャイム」の練習

　讃美歌 ２１－４３３番 一　同 ・11:45- お茶の会。どなたでもどうぞ！ ３、　退職年金の財源は、誕生当時の1964年、積立金ゼロ

　説　　教 「キリストの時、私の時」 牧　師 今週の集会 　　からのスタートでした。1998年とうとう掛金額より年金の

　祈　　祷 牧　師 ・聖研祈祷会  6/11（木）10:30-11:3011/19（木）10:30-11:30 　　給付額が多くなり、それを補うために、教団年金局から

　讃美歌 ２１－４６３番 一　同 創世記48章10～22節 (旧)p.85 　　「100円献金」や「謝恩日献金」等の依頼があります。

　献　　金 困難にある人々への連帯を祈りつつ 次週の案内

　感　　謝 献金奉仕者 ・降誕前第５主日礼拝　11月22日　10:30-11:30

　主の祈 ２１－９３番 ( 5 - Ａ ) 一　同 （この日の礼拝献金は隠退教師の為に捧げます）

　讃美歌 ２１－９２番 一　同 　　　司会　： 出席役員

　祝　　祷 牧　師 　　　交読　： 詩編　４１篇

　後　　奏 （黙　　祷） 　　　聖書　： ヨハネ　1章1～13節　(新)p.163

　　　説教　： 「闇に輝く光」

　　　献金　： 献金奉仕者

ーからだのご不自由な方はお座りのままでどうぞー 　　　奏楽　： 奏楽奉仕者 ■　集会報告

　　　讃美歌： ２１－２１８（日暮れて闇はせまり） 　　　主日礼拝 １１月８日（日） 男４、女４、計　８名

○礼拝前は静かに心を整えましょう。 ２１－５１１（光と闇とが） 聖研祈祷会 １１月12日（木） 男２、女３、計　５名

○聖書にあらかじめ目を通しましょう。 ２１－３９０（主は教会の基となり）

○祈祷中、礼拝堂への入場は待ちましょう。 ・お茶の会 礼拝後、楽しい交わりのひととき。 ※　当伝道所は 教会内外からの多くの方々の尊い献金

○礼拝後は、交わりの時を。 　 どなたでもどうぞ！ 　　　によって支えられていることに心から感謝しています。

牧　師　　三　原　　信　惠
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